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ゆたかな心 確かな学力

・学校の活性化を感じる。
・学校に対する保護者や地域の理解
が必要。
・ＨＰの存在を知らなかった。

開かれた学校

21世紀に生きる生きる望ましい人間像をめざし、一人ひとりの子どもの主体性・創造性を養い、心身ともに健康で、豊
かな人間性や社会性のある子どもの育成を目指す。　―たくましい子、やさしい子、考える子―

平成２６年度　学校関係者評価書
学校名 　　　　　　　　和歌山市立　貴志南小学校

教育目標
作成日 平成27年3月13日

学校の自己評価についてのご意見

・HPは適度に更新されている。
・地域の田んぼ利用やまち探検は、
帰宅した子が楽しく話をする。
・高齢化社会の中、老人施設との交
流会は大切。
・地域の畑や農家の方を通じての食
育に力を入れてくれている。
・学校開放月間がきちんと実施され
ており、授業参観日も十分にあり、開
かれた環境を感じる。

・命の大切さや相手の立場に立って行動する
大切さを学ばせてほしい。
・スポーツを通しての心の触れ合い等も試みて
ほしい。
・商業・金銭教育も大切だと思う。

・予習復習が大切だが、これは家庭でし
つけていきたい。家庭学習は家庭の自己
責任。
・子ども側から「もっと知りたい」「もっとやり
たい」という意欲が大切。

・あいさつ運動に力を入れていることは、とても
よい。
・ペア学年でスポーツテストなど、とてもいい取
組だと思う。思いやる気持ちが生まれている。
・「うちどく」コーナーにソファが置かれており、
気軽に本を読めるのが良い。
・保護者も協力する取組があってもいい。

・「九九階段」の掲示はすごく良い。
・学力の向上に様々な工夫が感じられ
る。
・基礎学力に集中した取組ができてい
る。
・先生方の工夫で楽しく勉強できていると
思う。
・語彙の活用プリントは続けてほしい。

・校舎が老朽化していて使いづらい。特にトイレが気になる。
・エアコンの設置を願う。
・習い事のためか、学校が放課後指導してくれているバスケットボールなど参加人数が少ないのはもったいない。
・学校運営に子どもの声も反映させてほしい。
・貴志南祭りで子どもたちが出店したのがよかった。
・運動会の組体操が成功してよかった。しかし、安全面からもエスカレートしないようお願いします。
・ＨＰなどで学校の取組や活動を積極的に理解していきたいし、育友会活動も活性化するよう自分自身も参加していきたい。

その他のご意見

・いろいろな学校行事が、子どもたち
の「学校が楽しい」につながってい
る。
・アンケートでは、楽しく学校生活を
送っているのがうかがえた。
・教職員とコミュニケーションがとりや
すい雰囲気がある一方、交流は少な
いように感じる。
・学校行事・育友会行事は充実して
いる。

・見守り隊の方からも、「よく挨拶ができる」と
言ってもらえている。
・ペア活動はぜひ続けて機会を増やしてくださ
い。
・様々な取組がアンケート結果の「友達と仲良
くできている」につながっている。
・学年が上がるごとにペアの子の話をしなく
なった。
・「掃除を頑張っている」と答える子が多い割に
「きれいで使いやすい」が少ない。
・給食を楽しみにしているのは「生きる事」につ
ながる。

・漢字検定の取組が子どものやる気を引
き出せている。
・確かめ学習で言葉や計算の基礎的な
知識・技能が確実に身についている。
・「勉強がわからない」という児童の20
パーセントを少しでも減らす手立てを。

・学校の体験スポーツ等で、子ども同
士だけでなく保護者同士も交流でき
る環境づくり。
・参観日が一定の曜日に偏らない配
慮を今後もしてほしい。
・懇談会は参加してよかったと思える
内容の工夫を。
・育友会行事に熱心な先生とそうで
ない先生の差があるようで気になる。
・子どもの口から学校の話を仕向ける
ように方向を変えてみては？

・ビオトープをもっと活用してはどうだろう。
・心を育むことについて教職員全体の意識向
上。
・忙しいのは承知だが、先生と子どもが向き合
う時間をより確保してほしい。
・あいさつに加えて「返事」の大切さも。
・農業体験、林業体験は心を育てるうえでも有
意義。今後も実施してほしい。
・動物とのふれあい体験も心を育む一方法で
は。
・見守り隊との交流も図ってみては？

・ノートのとり方・まとめ方の指導の徹底。
・読解力をさらに伸ばしていく必要あり。
読書感想文の強化で表現力もアップする
のでは？
・「毎日の勉強がわからない」と答えた子
に対するフォローとして、休業中の補習
授業等をお願いしたい。
・教具（ミシンなど）の学習環境を整えて
ほしい。
・学力もさることながら、友達と外で遊べる
子どもになってほしい。（脱ゲーム）


